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微分するとノ(″ )に なる関数を/(″ )の不定積分といい

J/(″ )α″と表します..F(″ )の不定積分を求

めることをノ(∬ )を 積分するといいます.つ まり積分とは微分の逆です。

例えば「3″
2の

不定積分は ?」 と言われれば,「微分すると 3″
2に なる関数は何ですか ?」 という意味で

「
′

つ

も

４
ｔ

す この場合,″3ゃ ″3+1,″3_2,″3+v3,..… .な ど,い ろいろあります。よって,

′」́
`′

‐
′                                       術にスフ        ノヽ ハ

13″
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と定数付きで表現 します.つ まり不定積分は無数にあ ります (だから「不定」という言葉が付いているので

すね).

Z″た注 単純に 「積分は微分の逆」と言いましたが 実はそうではあ りません。そのうち真実を教えます。

Z″>注  「微分すると/(″ )に なる関数を/(″ )の不定積分という」と定義しましたが, どんな関数にも必

ず不定積分が存在するのでしょうか。つまり,微分するとその関数になるような関数が絶対にあると断言で

きるので しょうか,実 は「不定積分は必ず存在するが,実際に表すことはできない」という場合があ りま

す.「 あるのに見せれない」 という変な状況です。でも,こ んなヤバイ場合は高校段階では登場 しないので

安心 して ください。

Point つまり何を選んでも良いのですが,例えば,次の

場合ノ(∬ )の不定積分の一つをF(r)と するとき,
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と定義する

Z″>注  「不定積分の一つ」とい う表現ですが ,

/(″ )の 不定積分は無数にあるので,そのうちの好

きなのを一つ選べということです。 tllr* li
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となり,結局,積分定数 Cは消えてなくなります.115んわ

だから,定積分の計算では,積分定数 Cは最初か

'Ftt-1*t ,ら省略することにします
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どっちの方法でやっても構いません.答えが出さ

えすれば良いです.個人的には 02の 計算方法
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このように定積分の計算は非常にメンドウなのですが,負担を少 しでも減 らすために色々な工夫をする必

要があ ります.次に紹介する定積分の公式はその代表格です。
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定積分の定義に基づけば明らかですが,いちおう証明しときます。/(″ )の不定積分の一つをF(∬)と し

ます。
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/(″ )α″+Jbノ (χ )ご∬ =(F(の 一 F(α ))+(F(c)一 F(b))=F(c)一 F(α )=J´ √(″)ご″

積分区間が

らかなことです
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の場合は,計算量を大幅に減らすことができます。いずれも面積をイメージすれば明
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斜線部分の面積 は同 じ
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を図示 しておくと,

υ =″3は
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のグラフなので,図の斜
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が定積分の値は異符号
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ノ,②躍■―・般的に∫(―″)=/(■ )と いう関係を満たす関数を偶関数,∫ (―″)=― /(″ )と いう関係を満たす
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 関数を奇関数といいます (ノ (″)=″ 2η は偶関数で,/(″)=″2に 1は 奇関数).偶関数はυ軸対称で奇関

`ゎ

しく 数は原点対称です._Lの 関係は,すべての偶関数,奇関数で成立します.つ まり,

/(″ )ご∬=2 ノ(″ )α″
/｀ α

/(″)が奇関数のとき,J_α /(″ )α″=0
*,t*i.

ノ(χ )が偶関数のとき,
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